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備
北
の
高
原
に

涼
し
さ
を
求
め
て

一
日
目

あ
っ
と
い
う
ま
に
、
も
う
夏
、
夏
、
夏
。

ド
ラ
イ
ブ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
走
行
性
能
に
優
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ー
、

同
時
に
使
い
勝
手
の
よ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
と
い
う
新
型
カ
ル
デ
ィ
ナ
を
運
転
し
て
、

楽
し
い
夏
を
探
し
に
出
か
け
ま
し
た
。

岡
山
自
動
車
道
を
爽
快
に
走
り
、
北
房
イ
ン
タ
ー
を

お
り
て
一
般
道
へ
。
ま
ず
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
新

見
市
の
草
間
台
。
井
倉
洞
の
断
崖
ま
上
に
あ
る
高

原
の
草
間
自
然
休
養
村
で
す
。
こ
こ
で
は
テ
ニ
ス
や

キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
ほ
か
、
お
し
ゃ
れ
な
プ
チ
ホ
テ
ル

風
宿
泊
施
設
「
ビ
ラ
ー
ジ
ュ・
か
れ
ん
ふ
ぇ
る
と
」が

人
気
で
す
。
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
・
寝
室

二
部
屋
に
バ
ス
ト
イ
レ
が
完
備
で
、
材
料
持
込
み
の

自
炊
も
Ｏ
Ｋ
。
周
囲
に
は
そ
ば
畑
が
広
が
り
・・・
あ

っ
、
そ
う
そ
う
美
味
し
い
そ
ば
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
と
い
う

わ
け
で
、
昼
ま
で
に
ち
ょ
っ
と
時
間
も
あ
る
の
で
、
評
判
の

そ
ば
の
手
打
ち
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
自
然
休
養
村
の

一
角
、
田
舎
屋
店
内
の
そ
ば
打
ち
道
場
に
体
験
入
門
。
そ

ば
粉
を
ね
り
、
麺
棒
で
打
ち
の
ば
し
、
た
た
み
、
切
る
・・・
。

名
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
約
一
時
間
。
な
ん
と
か
で
き

あ
が
っ
た
そ
ば
で
す
が
、
こ
れ
が
と
っ
て
も
美
味
。
自
分
で

約1時間半のドライブで草間台（新見市）に到着

作
る
そ
ば
の
味
は
、
格
別
で
す
。

▼
要
予
約
／
所
要
1
時
間
／
1
人
1
ね
り
２
０
０
０
円
・
2
人

1
ね
り
2
5
0
0
円（
1
ね
り
５
食
分
・
汁
別
途
）／
食
事
は
草

間
そ
ば
1
0
0
0
円
、
ケ
ン
チ
ン
そ
ば
６
０
０
円
、
ざ
る
そ
ば
５

５
０
円
な
ど
／
新
見
市
草
間
8
7
2
9-

2
／
0
8
6
7-

74-

2

0
7
7
／
10
時
半
〜
17
時
／
月
曜
休（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

http://w
w
w
.city.niim

i.okayam
a.jp/village/

備中のそば処の逸品です

不揃いにならぬよう気をつけて・・・

そ
ば
道
場
田
舎
屋

新
見
周
辺
か
ら
山
陰
路
へ

とっても美味しくできあがりました

こねたそば玉をゆっくり延ばします

「ビラージュ・かれんふぇると」の前庭は独特のカルスト台の風景

新
型
カ
ル
ディ
ナ
で
夏
の
楽
し
み
を
探
し
ち
ゃ
お
う
。

新
型
カ
ル
ディ
ナ
で
夏
の
楽
し
み
を
探
し
ち
ゃ
お
う
。



3

特
集
●
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ド
ラ
イ
ブ

伝統の紙すきを体験しました

「
次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
」「
川
の
源
流
部
に
行
く
と
涼
し

い
か
も
し
れ
な
い
ね
」
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
岡
山
・
広

島
県
境
ま
で
新
型
カ
ル
デ
ィ
ナ
を
走
ら
せ
ま
す
。
広
島
県
側

最
初
の
東
城
イ
ン
タ
ー
を
お
り
て
国
道
を
東
へ
折
り
返
し
ま

す
。
少
し
走
る
と
す
ぐ
県
境
。
岡
山
県
側
に
入
る
と
す
ぐ
、

国
道
か
ら
北
へ
の
枝
道
を
示
す
二
本
松
牧
水
公
園
の
案
内

板
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
と
お
り
進
ん
で
み
る
と
、
岡
山

県
側
の
旧
街
道
一
帯
が
、歌
人
・
若
山
牧
水
ゆ
か
り
の
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
牧
水
が
中
国
路
の
旅
の
途

中
こ
こ
で
詠
ん
だ「
幾
山
河
　
越
え
さ
り
ゆ
か
ば
寂
し
さ
の

は
て
な
む
く
に
ぞ

け
ふ
も
た
び
ゆ
く
」の
歌
は
彼
の
代
表

作
。
当
時
の
旅
籠（
熊
谷
屋
・
再
建
）や
、
歌
碑
、
県
境
の
標

柱
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
昔
の
旅
人
に
な
っ
た
気
分
が

味
わ
え
ま
し
た
。
今
年
も
8
月
31
日
に
哲
西
町
大
竹
、
東

城
町
福
代
の
両
地
区
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
峠
の
宿
場

を
再
現
す
る「
二
本
松
街
道
＆
牧
水
歌
碑
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
哲
西
町
大
竹
／
0
8
6
7-

94-

2
1
1
1
（
哲
西
町
役
場
）
／

散
策
自
由

あ
れ
こ
れ
体
験
を

楽
し
も
う

哲
西
町
か
ら
神
郷
町
に
新
型
カ
ル
デ
ィ
ナ
は
走
り
ま
す
。
す

る
と
見
え
て
き
た
の
が
日
本
一
の
親
子
孫
・
三
連
水
車
。
約

14
ｍ
の
親
水
車
を
筆
頭
に
、
き
れ
い
な
水
を
受
け
て
回
り
続

け
る
姿
は
見
る
か
ら
に
涼
し
げ
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
和

紙
原
料
の
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培
が
さ
か
ん
。
奈
良
・
平
安
時
代

よ
り
続
く
和
紙
生
産
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
土
地
で
、
公
園

内
の「
紙
の
館
」で
、
和
紙
の
手
す
き
体
験
が
で
き
ま
す
。
売

店
で
は
、
伝
統
を
蘇
ら
せ
た「
奥
備
中
神
代
和
紙
」
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
神
郷
町
下
神
代
1
7
7
7-

1
／
0
8
6
7-

92-

6
4
7
3
／

9
時
〜
17
時
／
紙
す
き
体
験
は
ハ
ガ
キ
2
0
0
円
、
色
紙
4
0

0
円
、
う
ち
わ
5
0
0
円
／
無
休

大きな三連水車は神郷町のシンボル

備
中
を
旅
し
た
歌
人
の
い
し
ぶ
み
の
前
で

県
北
西
部
で
は
た
だ
一
軒
の
造
り
酒
屋「
三
光
正
宗
」を
見
学

二
本
松
牧
水
公
園

こ
の
哲
西
町
付
近
は
、
高
梁
川
水
系
の
ほ
ぼ
北
西
端
。
清

ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
ち
こ
ち
に
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
貴
重
な
自
然
美
が
味
わ
え
る
鯉
が
窪
湿
原
に
足
を

向
け
ま
し
た
。
国
道
か
ら
約
３
km
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
広
さ
約
３
ha
の
湿
原
に
は
、貴
重
な
湿
生
植
物
が
た
く
さ

ん
自
生
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
８
月
頃
は
、
オ
グ
ラ
セ
ン
ノ

ウ
、
サ
ギ
ソ
ウ
、ヒ
ツ
ジ
グ
サ
、
ビ
ッ
チ
ュ
ウ
フ
ウ
ロ
な
ど
の
花
が

見
ご
ろ
。
遊
歩
道
１
周
に
、約
１
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

▼
阿
哲
郡
哲
西
町
矢
田
／
0
8
6
7-

94-
2
3
4
7（
湿
原
管
理

高
梁
川
そ
の
源
流
部
の
一
つ
に
あ
た
る
哲
西
町
は
、清
涼
な

空
気
と
澄
ん
だ
水
に
恵
ま
れ
た
米
ど
こ
ろ
と
し
て
も
有
名

で
、
阿
新
地
域
で
た
だ
一
軒
と
い
う
造
り
酒
屋
さ
ん
も
、
原

料
米
と
仕
込
み
水
に
恵
ま
れ
た
こ
の
環
境
の
中
、
美
味
し
い

お
酒
を
造
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
三
光
正
宗
の
蔵
は
、
国

道
を
新
見
方
向
に
帰
っ
た
道
沿
い
に
あ
り
ま
し
た
。

▼
阿
哲
郡
哲
西
町
上
神
代
9
5
1
／
0
8
6
7-

94-

3
1
3
1
／

酒
蔵
見
学
9
時
〜
16
時
／
製
造
蔵
ま
で
案
内
の
場
合
の
み
見
学

料
5
0
0
円
／
土
・
日
・
祝
・
盆
期
間
休（
土
曜
は
開
い
て
い
る
事

も
あ
り
問
い
合
わ
せ
を
）

http://w
w
w
.sake-sanko.co.jp/

鯉
が
窪
湿
原

酒
蔵
見
学
・
三
光
正
宗

夢
す
き
公
園
（
紙
の
館
と
親
子
孫
水
車
）

事
務
所
）／
8
時
〜
17
時
開
園
／
入
園
料
2
0
0
円（
湿
原
保
護

協
力
費
）／
無
休
※
11
月
初
旬
〜
4
月
下
旬
は
休
園

雨の日もまた美しい鯉が窪散策を楽しみました

備後－備中の国境から続く旧街道

もちろん試飲も楽しめます（ドライバーはダメ）

湿原の木道を歩きます

誰
で
も
き
れ
い
に

で
き
あ
が
る
は
ず
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鳴
滝

次
に
目
指
し
た
の
は
高
梁
川
北
の
源
流
部
。
大
き
な
千
屋

ダ
ム
を
見
た
あ
と
は
、
本
日
の
宿
泊
先
、
別
所
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
過
ぎ
て
数
キ
ロ
源
流
部
へ
入
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
鳴
滝
へ
。
こ
こ
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
武
蔵
」

の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
場
所
。
第
５
回
放
送
の
、
柳
生
兵
庫
助

（
高
嶋
政
伸
）が
お
通（
米
倉
涼
子
）に
奈
良
へ
の
道
中
を
共

に
し
な
い
か
と
誘
う
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
段
の
滝
が
高
さ
40
ｍ
か
ら
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
流
れ
落
ち
、
周
辺

は
夏
も
冷
気
が
漂
い
ま
す
。
ち
な
み
に
高
嶋
さ
ん
や
米
倉
さ

ん
は
、
別
所
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
何
泊
も
し

て
こ
の
シ
ー
ン
を
撮
っ
た
そ
う
で
す
。

▼
新
見
市
菅
生
か
け
ば
し
谷（
備
作
山
地
県
立
自
然
公
園
剣
森

山
・
鳴
滝
特
別
地
域
）／
0
8
6
7-

72-

6
1
3
6（
新
見
市
役
所

商
工
観
光
課
）／
散
策
自
由

新
見
市
北
部
、
高
梁
川
最
上
流
部
の
千
屋
ダ
ム
近
く
に
あ

る
別
所
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
山
地
の

自
然
に
囲
ま
れ
た
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
拠
点
。
渓
流
、
釣
堀
で

の
ア
マ
ゴ
釣
り
や
魚
の
つ
か
み
取
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
メ
ニ
ュ
ー
満
載

で
、
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
で
き
ま
す
。

▼
新
見
市
菅
生
7
1
8
9
／
0
8
6
7-

78-

1
1
1
5
／
9
時
〜

21
時
／
水
曜
休（
7
〜
8
月
は
無
休
）※
12
〜
2
月
は
閉
園
／
カ

ヌ
ー
体
験
1
人
乗
り
1
5
0
0
円
、
2
人
乗
り
2
5
0
0
円
、
ロ

グ
ハ
ウ
ス
宿
泊（
1
棟
）1
2
0
0
0
円
、
B
M
X
大
人
5
0
0
円
、

別
所
川
の
渓
流
釣
り
1
5
0
0
円（
特
別
放
流
区
・
3
月
中
旬
〜

8
月
31
日
）

http://w
w
w
.city.niim

i.okayam
a.jp/kankou/bessyo.ht

m
l

別
所
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

松
江
の
季
節
料
理
や
宍
道

湖
の
七
珍
が
食
べ
ら
れ
家

庭
的
な
雰
囲
気
が
、地
元
や

観
光
客
に
人
気
。
魚
介
類

は
日
本
海
と
宍
道
湖
で
と

れ
た
も
の
だ
け
を
使
用
、
名

物
の
し
じ
み
汁
は
絶
品
。

▼
松
江
市
東
本
町
4-

1
／

0
8
5
2-

23-

0
2
2
3
／

16
時
30
分
〜
21
時
30
分
／
不

定
休
（
日
曜
・
祝
日
は
営
業
）

翌
日
山
陰
方
面
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
な
ら
便
利
に
な
っ
た
山

陰
自
動
車
道
な
ど
を
使
っ
て
、
松
江
、
宍
道
方
面
に
宿
泊
ベ

ー
ス
を
確
保
す
る
の
も
い
い
。
松
江
は
様
々
な
タ
イ
プ
の
宿

が
充
実
。
郷
土
料
理
店
な
ど
味
ど
こ
ろ
も
多
数
あ
る
。
宍
道

町
の
人
気
の
コ
テ
ー
ジ
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
ミ
ニ
情
報
を
紹

介
し
よ
う
。

宍
道
IC
す
ぐ
の
小
高
い
丘
に
あ
る
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
は
、

宍
道
湖
や
出
雲
平
野
を
一
望
で
き
る
眺
望
の
よ
さ
が
自
慢

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ゾ
ー
ン
。
昼
間
は
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
て

テ
ニ
ス
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な

ど
を
楽
し
ん
だ
り
、
夕
方
に
は
展
望
台
か
ら
宍
道
湖
の
夕

焼
け
を
眺
め
ら
れ
る
。
快
適
設
備
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、
宿
泊
設
備
も
好
評
。
園
内
に
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
棟
も
あ
り
、
食
事
も
Ｏ
Ｋ
。
夏
休
み
中
の
利
用
予
約

は
早
目
に
し
て
お
き
た
い
。

▼
島
根
県
八
束
郡
宍
道
町
佐
々
布
3
3
5
3-

2
／
0
8
5
2-

66-

2
5
0
0（
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
所
）／
コ
テ
ー
ジ
1
棟
1
泊
1

〜
3
名
1
5
7
5
0
円
、
4
〜
6
名
2
1
0
0
0
円
／
無
休

松
江
市
の
西
に
広
が
る
宍
道
湖
は
観
光
島
根
の
シ
ン
ボ
ル
。

宍
道
湖
大
橋
か
ら
嫁
ヶ
島
付
近
で
望
む
夕
日
の
美
し
さ
は

あ
ま
り
に
も
有
名
。
ま
た
汽
水
湖
の
た
め
魚
介
類
が
豊
富

で
、
そ
の
味
も
抜
群
。
シ
ジ
ミ
や
ス
ズ
キ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
を

使
う
宍
道
湖
七
珍
料
理
は
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
。

宍
道
町
ふ
る
さ
と
森
林
公
園

や
ま
い
ち

宍
道
湖
七
珍
料
理

今夜のメインディッシュを炭火で焼いて

こ
ん
な
に
美
味
し
い
川
魚
は

ホ
ン
ト
初
め
て
で
す

NHK大河ドラマのロケ地になった鳴滝で爽快キブン

高梁川最上流部で渓流づりを満喫

でっかいぞー！千屋ダムの大えん堤

アマゴやニジマスなどが釣れる釣堀もあります

雰囲気満点のコテージがあります（宍道町ふるさと森林公園） 美味しいバーベキューが人気です

宍道湖を望むベッドルーム

宍
道
湖
の
幸
や
お
で
ん
も
人
気
の
お
店
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二
日
目

便
利
に
な
っ
た

山
陰
高
速
ル
ー
ト
を
走
る

二
日
目
の
朝
は
ち
ょ
っ
と
早
起
き
。
朝
食
も
早
々
に
、
別
所

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
千
屋
ダ
ム
周
辺
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
後
、
い
よ
い
よ
は
じ
め
て
の
カ
ヌ

ー
体
験
。
最
初
は
こ
わ
ご
わ
だ
っ
た
け
ど
、
川
と
違
っ
て
流

れ
や
波
の
な
い
湖
の
カ
ヌ
ー
は
意
外
と
す
い
す
い
。
朝
も
や

の
中
、
気
持
ち
よ
く
湖
面
を
散
歩
し
ま
し
た
。

特
集
●
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ド
ラ
イ
ブ

今
年
春
に
安
来
―
宍
道
間
が
開
通
し
た
山
陰
道
に
よ
り
、

鳥
取
県
西
部
の
米
子
周
辺
か
ら
島
根
県
東
部
の
松
江
・
宍

道
方
面
ま
で
が
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
ド
ラ
イ
ブ

が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
二
日
目
は
、

米
子
西
IC
〜
安
来
道
路
、松
江
道
路
、山
陰
道
を
利
用
し
て

出
雲
周
辺
へ
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

宍
道
IC
か
ら
出
雲
大
社
方
面
へ
は
、
ほ
ぼ
30
分
。
出
雲
と
い

え
ば
出
雲
そ
ば
・・・
と
い
う
わ
け
で
、
昨
日
食
べ
た
新
見
の

お
そ
ば
と
食
べ
比
べ
。
大
社
周
辺
に
も
有
名
店
が
数
々
あ

り
ま
す
が
、
今
回
お
す
す
め
す
る
店
は
、
観
光
客
と
い
う
よ

り
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
る
店
。
そ
ば
の
実
を
殻
ご
と

挽
く
香
り
高
い
出
雲
そ
ば
を
、
ほ
ん
の
り
甘
い
、
秘
伝
の
つ

ゆ
を
か
け
て
い
た
だ
く
割
子
そ
ば
は
、
や
っ
ぱ
り
最
高
で
す
。

▼
島
根
県
簸
川
郡
大
社
町
旧
大
社
駅
前
／
0
8
5
3-

53-

2
8

6
7
／
10
時
〜
18
時
／
不
定
休
／
釜
揚
げ
そ
ば
5
0
0
円
、
割
子

6
0
0
円

手
打
そ
ば
本
家
「
大
梶
」

山
陰
は
や
は
り
割
子
の
出
雲
そ
ば

大
社
周
辺
に
は
そ
ば
の
名
店
が
多
数

立
派
な
旧
大
社
駅
が
Ｊ
Ｒ
路
線
廃
止
後
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す

サイクリングも楽しめます

高
原
の
空
気
が

心
を
洗
っ
て
く
れ
る

のんびりと湖面を
カヌーで散歩しました

山の静けさの中に
たたずむコテージ
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特
集
●
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ド
ラ
イ
ブ

夏
に
は
海
水
浴
客
で
賑
わ
う
、
大
社
か
ら
西
の
海
岸
線

に
あ
る
稲
佐
の
浜
は
、国
譲
り
神
話
の
舞
台
。
出
雲
の
国
を

治
め
て
い
た
大
国
主
命
が
、
天
照
大
神
の
使
い
で
や
っ
て
き

た
神
を
稲
佐
の
浜
に
迎
え
、
国
土
統
一
の
た
め
に
国
譲
り

を
決
定
し
た
と
い
う
場
所
で
す
。
日
御
碕
へ
向
か
う
途
中
の

磯
に
は
、
国
譲
り
の
際
に
神
様
が
力
比
べ
を
し
て
投
げ
た
と

い
う
「
つ
ぶ
て
岩
」と
、
こ
の
周
辺
に
は
神
話
ス
ポ
ッ
ト
が
数

多
い
よ
う
。

▼
島
根
県
簸
川
郡
大
社
町
／
散
策
自
由

縁
結
び
の
神
・
福
の
神
と
し
て
、
全
国
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
る
出
雲
大
社
へ
も
米
子
西
IC
か
ら
西
へ
の
高
速
道
路

を
利
用
す
れ
ば
渋
滞
知
ら
ず
で
約
１
時
間
ほ
ど
。
と
っ
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。「
大
国
主
神
」を
お
ま
つ
り
す
る
本
殿

は
国
宝
。
大
社
造
り
は
、
伊
勢
神
宮
の
神
明
造
り
と
と
も

に
日
本
で
最
も
古
い
代
表
的
な
神
社
建
築
。
古
代
の
大
御

柱
の
発
見
な
ど
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
島
根
県
簸
川
郡
大
社
町
／
参
拝
自
由

出
雲
大
社

稲
佐
の
浜

日
本
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
海
岸
を
散
策

出雲大社に隣接する神楽殿の日本一のしめ縄に良縁を願いました

やはり神 し々い雰囲気の出雲大社です
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特
集
●
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ド
ラ
イ
ブ

日
御
碕
先
端
か
ら
約
３
キ
ロ
の
海
域
は
、複
雑
な
海
岸
地

形
が
海
中
ま
で
続
く
、
美
し
い
海
中
公
園
ゾ
ー
ン
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
御
碕
港
か
ら
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト（
海
中
透

視
船
）が
運
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、い
ち
ど
海
中
探
訪
を
楽
し

ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
岡
山
へ
は
約
3
時
間
あ

ま
り
。
帰
途
も
山
陰
道
か
ら
の
高
速
ル
ー
ト
に
の
っ
て
、
新

型
カ
ル
デ
ィ
ナ
の
快
適
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼
㈱
大
社
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
／
大
社
町
大
字
宇
竜
76
／
0
8

5
3-

54-

5
1
6
0
／
9
時
20
分
、
10
時
、
10
時
35
分
、
11
時
10

分
／
日
御
碕
港
発
着
、
4
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
運
航
／
大
人（
中

学
生
以
上
）1
0
0
0
円

出
雲
大
社
か
ら
日
御
碕
ま
で
の
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線

を
縫
う
よ
う
に
続
く
道
筋
に
は
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
海
岸
美

が
い
っ
ぱ
い
。
そ
し
て
出
雲
大
社
か
ら
15
分
ほ
ど
走
る
と
、
目

の
前
に
東
洋
一
高
い
白
い
灯
台
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
海

岸
で
鳴
く
の
は
海
猫（
生
息
地
の
径
島
は
天
然
記
念
物
）。
岬

か
ら
は
日
本
海
の
青
い
海
を
一
望
し
、
特
に
夕
日
は
絶
景

だ
そ
う
。

▼
島
根
県
簸
川
郡
大
社
町
日
御
碕
／
0
8
5
3-

54-

5
3
4
1
）

大
社
航
路
標
識
事
務
所
）
／
灯
台
内
部
見
学
は
8
時
30
分
〜
16

時（
10
〜
3
月
は
9
時
か
ら
）1
5
0
円
／
無
休

日
御
碕
街
道
〜
日
御
碕

日
御
碕
海
中
公
園
・
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
遊
覧

日御碕先端からは晴れた日は隠岐も展望

白い石造りの灯台が歴史を刻みます

周囲は日本海特有の海岸美が続く

大
社
か
ら
日
御
碕
へ
と
海
岸
線
を
走
り
ま
す


